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I はしがき

人!日jは日常生活を営むために様々な組織をつくったり行動したりするが それぞれの組織や行動の

およぶ丘、がりによって生活空間を画定することができる.このような人間の生活空間に着自して，刻々

と変化する現代社会の地域的性格や構造を探ろうとする試みが最近増えてきている.なかでも，高橋

伸夫らは主として関東地方の農村地域において，自治組織や生産組織，社会組織，余暇組織，宗教組

織なとごの生活組織と生産行動，消費行動，余1I1!Z行動なととの生活行動の分析を系統的に行い，現代の生

治空IWりが多様多嫌になるとともに ますます広域化していることを明らかにしたり.様々な生活空間

のなかで，消費行動に恭づくものは，消費行動が日常生活に欠かすことができず，また急速に変化し

たここ20数年間の農村生活の様子をよく反映し さらには研究の蓄積も多いことから特に重要なもの

である.そこで，この報告では主として消費者貨物行動の側面から現在の農村地域の生活空間の構造

とi最近20数年間の変化を明らかにすることを課題とする.

局長11の通り，消費者買物行動に基づく空間構造の分析には B.ベ 1)ーらの古典的研究があり，それ

によるとアメリカ合衆国のアイオワナ1'1の住民が様々な高品とサービスを入手する空間的な範囲に基づ

き，仁1=1心地が集落と村 IHJ，市，地域中心都市の 5つの規模に分類された2) このような商品やサー

ビスの供給範IIHと立地限界レベルの 2つの概念を用いた中心地理!論が 地域内の商業構造の解明に有

効で、あることから， 日本でも基本的にはこのような視点から多くの研究が行われてきた.

さらに商業中心を消費者がととのように利用するかという消費者買物行動の研究も，活発に行われて

いる 1完i坂宏行は潟1511を購入頻度によって日頻度財守と月頻度財と年頻度財にわけ，それぞれの買物行

動から力II~I
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ぴび、i ヰi十ド二1吋l十核主幻幻如(作的'1匂!内守i肖i桶討恥仇)，山，i山川iU昨日洋iの3 干磁j車I幻1先悲類j'虫'(0σの)i:r甘{'1荷存い行引仇}人，'，川i

1物却にi向l'何'Jカか、うj消iド円'ii賀T名汗喝の?去目!問j詰叫;可JI的'1竹!内句なまとまりとして， )μi是単N:J也j或とj色Li<:， JJII~nllîlml~1 がj北 :ι していること

を明らかにしたゴ¥ また， j古本市においてシティー・レベルの EI1' 1 物!日ーの I{~ I却の t9~IÎ" ，':と'1''1:. 1会を考ピーし

た1) この1iJfヲピは， diit:r;'n物行動という iHlJ1(1 iからj也j或の三三II¥J+!'l1'，i立をiり]らかにしたすくれた1)すれをもっ
ている.

日本では多くのm究者引物行動の{iW:Jどが一二iてーとして都市JiliJ或で、行われてきた. たとえば'fi所 |年は中

Hり也j或における近年の[1持111J:動を分析し， ~，'1( Hl: J出j或のJ，';-1J?iーは!]'/;¥' (1'-)に主に '¥'1:;Il:'r! iの大 )f;~1) ，'， ;を不IJJFJし

て大半の[I}，):l'i行動をすませているが， ~UJl代コ n'/I{~ ， \i，などになるとスーパーを中心に);件Il:ll' 心 I{'託業地を

利mするものと， };~者1$ なとごの百貨j川日 ríi] の名‘にわかれることを J別式j している:，)近年の '1 二 111 六人の{iJI:

究では，消費者はJAftする者1$'1'1iでケ欠陥j行動を繰り返すことによって，出来・ +J-ービス業諸施，;立の竺II¥J

(I~ ~\'i， J也状況をしだいに'7r観的に担保できるようになり，掠々な 1111íW('j'1J IjYrを行いつつr"'j分にとって以迎

な竺刊行動様式を採用していくようになることがわかった.大都市ではIf"託業¥t_j出が多十手で魅力(1<)であ

V) 宅たえず変化しているので、?ì'í'{'({;'は U;己のような I ， íj 化を MI支も繰り返しながら、 j自 1，~'，Jj(i!iiを“め

ていくという(i)

民村地主主における消費行氏物行動の{iJf究で、は，例えば筑波{iJIゲヒヂ/1持者1$diにおける新11!1U己の[l11j:'('{1J: 

動のを明らかにした市市文ーーと;，~， ~:ql.' の {iJI::先や7 ) スーパーマーケットやおi'mにIJIJ通したバイ

パス沿いの新しt_，li荷)，"tihによってri'ii'( (;，のIけ却行動が変イヒした分析なとごがあるお)

このような従来の初f究を参考に，これまで、研究が少なかった皮村j也j或を片象にして， しかも近年の

変化を明らかにするのがこの報行である， Jl:li:J地域の 'LJI~'~~ Ii \J の情迭とここ 20数年の変化を i明らかに

する第 1報として，茨城県阿部の栃木県境に1;/:IÎti:する協和 IUj'の出資者氏物行動に )Ij~づいて分析を進め

ることにする.協和Il汀は総 IÚif~t3 ‘ 622ha ， 1990年の IJ~I 勢 HJli]去によると総 1I日-;;;数が4 ‘ 184 ，人口口、 179

人のlllJで、ある.従業従事者が総就業者の28%をIIiめていることからわかるように，他地域と比較する

と現在でも段付I'i<)性格の強し 1地域であり，民家ネも10%を越えている.それだけに段近まで、伝統的な

'1:， {舌が技存していたが，近年の!七めの変化にはめざましいものがある.ノト.::1;:，スイカやキュウ 1)， トマ

トの施設 I~fl 芸の ltE んな j也 j或である

1 2 ímX~Jili の分イlî

協和IllJのIllj'ilJIJ liUi 1Jこは1961ii三で， それ以前のIZhfll村は1954ij三に小栄村¥新治村¥市'11，村の合iJj:によっ

て成立したものである， JJL在，それぞれの11二Ii、、jは1iJi:I'UI<)にノト京地!人おi'd，'J出12<:， IJI 'I !.J也 I~ と 11予ばれる

ので， この手弘行でもそれを踏襲する。)(第 11斗)

協和IUlの中央部に当たる新治地区をJ1< 水戸線ならびに i司道50'~;料!が京jJLi に杭 liYr しており， J 1<ミ水戸

お線i新J治f白i計!矧L討砂以)，代'(カか、らi国主司ij道宣50-';サfキ線;泉iのi間i日向;甘jの!申L臼以)代〈υliii，i凶並り に片向'~甘引j 訂iJ釘:J カがf汁JI:杉:三;μ}成lιj父L されている. ここには 第 2 事羽杭nリj大()焼見刻{椋:支美英~/J小iト、守子完t白);'f

ti布舗舗ii司浦iI前Iiにあたる食半科:1千lトFiJi:iiJ1:iスーノfーカ"2 );l~('illì ';';: J也する. またこの!駅前泊りの京iHlJに それと旅行してi十dヒに走

る県道真田]. jhjJ 手11.1事 J U!J*J~ は， 1977ift:J、i年整合mが進み，仁1])刻印訂])/f('iilìが~\/.J也しているほか， ;1守米，

完j~Jjlui積3.000m2クラスの).:..)r;~! スーパーの H'， Pi が予定されている. これらの地j或の北側を京国ーに棋liYr



35 

岩瀬町

、町、

/
 
ノ
¥
1
 

f
 

¥
 

¥
 

ーーーノr 
真~~UlT

f 
cr 

ζ 
ム

¥... ，.J 『ベ v 明野町

r!kJ城!!!T ¥ 喝

働

o 2 km 
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第 1図 研究対象地域の街業中心
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する|丞道50-~J- 市:;~i{-~帝京には 街路iÜ*J~}I;:j の/ト光および、飲食 )li;{'illiがイえ述絞に分イlî している. これらのj出j或

は現在のfJJj+表示ではおもにIIIJ)I:に合まれる

11lj"の北部を I~i める小当日地区は 小HJII左岸の水111Jili ;;i~: を合んでいる.この地区の中心集誌で、ある小

梨は， 県道真!可.Ihh手Ll. IY'J Wf*J~ と県道半';-ì~iì[ . -_':;';帝京の交ノを rl:J 'L、に Fh~1ヒに *IIIJ三い ih村形態を不iーして

おり，ここにおよそ25の甘い訂が分布する 1仁中一Jヤ!ド:J，心L心、集、/為存のi昨市、ト村トH立端;品品に k心Jι;-工今:色_J色するコンビニ工ンスストアをi徐込徐Yけlば工'

j柑i出当， 的飲食主半料:1い|

んどは，この中心集孫およびその対辺に}IIHJ:している

IHrの南部を!日める占拠地区は Iト巣地区とは汁象的に， 1:11心集誌を:，{-fさず，ノトm校集落が散在して

いる.そのため，商);~~1誌は存在せず，例えは、県道石h;uJ.下f!ù*J~に近必する十出においても， ?J!~)li; 2 p; 

とコンビニエンスストア 2);~~が立地するお(皮で、ある.

i品不1IIIlTはその周期を 6市IIlJ村に1mまれており，幹線道路の終1m!によってそれらとの近，阪性は向上し

つつある.新di地区はIJIl道50号によって，下fin市城市， {';-iMilllj"と鴻:岐にお!iばれている.下長官rlfお

よび結城市では， )~L~~)lî:f の立地によって iY~.~~*五日がさらに増大しつつある. {，;-iMiIIlJで、はi主1i立50号線バ

イパスの完成によって 街路沿線引の小売・飲食山市Iiが急速にI'lfl);'1;した.小梨地区は， 2本のlKL辺に

よって，二宮町および真両市との近長性がI''-'''Jい. また 1~1 1_Il_地区は県道によって， -rfin-!l î とど~~S:I IlJの ìf託

業中心とあiiばれている

このような出業地の配置から 協和11lj"における消費者行動を通して去れる住民の生活空II¥Jは，協和

IHT内部の尚業集積の差異ならびに};I}J:illl初

1 3 資料と誠査方j去

市E伝のブ5-d~ としては， 1990年12月に協和仁IJ学校にアンケートm紙を配布し，主として貨物を行って
し、る父母に回答してもらった.できるだけ詳和!な反物行動とその空間1'j'01よがりをJ巴;起するために，氏

物先の供!々の自)苫ぞ!とそのn~j好を記入してもらった. また 25年以上Iti]じJii-f立地区に}I，，;-aする家族に

ついては， 1965年頃のtk;兄を記入してもらった_ JJ~{:E の tk;兄に i討する有効回答数は493~女で，これは

協和I!IJの全iι;ifのおおよそ12%にあたる. しかも 中学生とその父i立 さらに+11.父/J:からなるいわゆ

るこのIUj"の中核1'1せな家族の;j:J討兄を知ることカてできたため，資料としての1111i1rrtは市川 1と辺、われる.ただ

し， 25年 jjíJ の :1犬況を記載してあったのは 112111~;;j\: にすぎなかったが イiJX:(1サな傾向をつかむのには十

分なサンプル数と考えられる

E 協和町における生活空間の構造

まず，協和町住民の1990年の購買行動には!して考察することにしよう. !!Iれそ行革1)の発地は住民の}~i­

住地であり，その単{立地区は現在の協手1l1l1Jの1t}計表示に基づく 21の大字とした. ¥I./Ii: :u'i h [i)Jの若地は購

買うtとなる業-サーピス業施設のjijJ-在地であり Lii-f立地区は協和1l1fl付については発j也と同線に2]の

大字とし，協和Ulj"外については， };liJ辺各市11Ij"村とした.氏物iYHI11I11に関しては 11立寄1111i，最寄JJ!と員四

1111の中間i竹内ill-iii，民田dillの 3つに区分した.本研究で'lr之拾:iih11としたのは，パンとu!}菜，みそ， 1夫J，?I当
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の 5Ildll~1 で、ある. 1+11日JJ'1')jYj-j illllとしたのは，医薬11111と下積・シャツjJ[の 2I¥il ['lである.また， t~i !ull'd，と

して， kil:' 人 IHi と 1立気出兵 'l~j: i1t，家具の-1 r1dl I~l を lW り干上げアふ さらに，各被サービスとして金融機!兵!

と美容W;'e，飲食J，i;，医療機関('Iit:fi):lのJj)j合と1lt病の場合)の 4施設を分析した.

Ll -] 11立寄:品のlザ'f入

ます三第 2!:6!に1[え'MrAil -1 11'1111':]のH佐賀行IJijJのノfターンを示した. !立jに示した流動は， ii'I. ii!: J也 12~ を発地

とする複数の日物流動のうち， liιAの流動でその単位地区からの全流動の80泌を満たしていれば，そ

の流動のみを示している.また， 80% を超える単---0)流動がないときは，多いものから )I!(~ に示し， 80%

を起えた時点でそれ以外の少数の流動を省略した.なお，それらの流動のうち]つの単位地区からの

流動総数が2W:佑;から 4佐市までの場合は， 1iIl~[ {立にかかわらず来日!し¥点線で示し， 1 I止;出;の流動はすべ

て劣11唱している. IWI13ljIJに購買行動のパターンをみていきたい.

] ) / ¥ン

まず，パンのHlli-入について回答した-153!11:;;Wt+'，協手IIIIIJ内で購入する LI土;;ifは379で83.7%を占める.

Hlli:入先は新j古が3071止帯 下自立が56111:;;W ，ノト栄が37 1U~;iすで， これらで全体の88%をII:iめている.単位

地区別にみた11.tli-14行動のパターンを第 2-a 凶に示した.これによると， 21単位地豆のうち白地区で

の購入が l位となっているのは新治ならびに小梨の 2つのみである. とくに新治においては， 96%が

白地区内でパンを購入している.その他の19の単位地区では，すべて新治への流動が認められ， 17の

iii位地区において 新治が最大のHllj:入先となっている.なかでも，東部の久地楽や下星谷，三郷，槻i

をはじめとする新治Jiii]辺の10のl:(Li立地区では 80%以上が新治を指向している.つぎに，下館への指

向は， i;1上h引i上lj

で、も， WtJ瓦においては， 52.4 %のWJWカf弱i-diを， 42.9%カ'Tfi'1自を;旨II5]している

2 )肝茶

野菜のl!#j:入について回答したのが4121止帯である.そのうち協和u庁内で購入するi止;市は338で，全体

の82.0%をi-tiめ，パンと同様に高い比率を示している.上位の購入先で、ある新治の31Ot!t帝と下館の

501引す，ノト架の13H上i;背を合わせると，全体の90.5%を占める.野菜のll1ijO賀行動においても，パンと同

様に新治は I~l地区および他の単位地区から多くの顧客を引き付けている(第 2-b図).ここでも，

下館を購入先に選ぶのは，古里地区および国道50号線に沿った新治地区西部で、あり，桑山では新治と

下目nが!可数で第 1{立となっている. さらに，小架および蓬mからは岩瀬への流動がみられる. また，
tl!J菜を購入せず I~I 給でまかなうと回答した i止;出;が29であり，それらは小栗および桑山など農村部に多

くみられた.

3 )みそ

みその購入について回答した3841止;市中協和IllT内で購入する世;出:は308で，全体の80.2%にあたる.

購入先の内訳は新治の274W~;箭，下館の 57ttt;市，ノト架の 17-1止;市と続き，第 315'1 までで全体の90.6% に

のぼる.みそに関してもパンおよび野菜と同様に，新治を核とした購買パターンがみられるとともに，

自給でまかなう祉帝も35世帯存在する



38 

4 ) I勾

i勾をIUli:入すると ITII答した441HI~'~li 中，協和 I !lJγすで購入する1I1~;:ri は 363で，これは合体の82.3% を， !j め

る.購入先の内訳は新作;の316111~;:ì~: と ffti(の601 1l~;:む，小梨と 1 11 ]:)1:がそれぞれ2311 1:;:ìj: となっている.第

2 -c 凶にも;Jミされるとおり 他の11ぷもVilli!と知似した!!昨:rtJ '¥ターンがみられ，協和IIljiJ'JのみのHbiY~t ';む

をみると，新治およびイ、京， I"J )I:で I~j地区での購入がみられる以外は，ほとんどの!昨日先は新めに集

中している

5 ) yj当

f[引の購入について向符したのは39611J~帝で、ある.そのうち協手1IIIIJIJ'Jで購入する i山if は331で，全体の

84.3%で !!IJI大jで、の購入宇が高いことは他の最寄，'，，'，0))お合と l;iJ線である. しかし， ?I引の l\llí:l~í 行部jのパ

ターンは， 他の lî之 31:JIlli とは ]li~ なっている \1，持入先上{立 3 i立までの新d，'の1321LHfj:とノトうよーの59111，';市， 1日j

)1:の4411上告を合わせても，全体の59.3%と低い.これは第 2-cllilに示されるとおり，それぞれのLjJ，

{立地誌での購入平がおいことにある. I;j地区での購入が 1位となるのは，新;O'をはじめ，小*，蓬111，

)1:出蛇iJ¥， !"j:J 1: ，杭j瓦桑 L11 の 7 つを数え，久j也楽および'9;II1J: においても '~"'J し 1割合を示す.さらに他

の地区への流動も 他の最寄irillのように新治へ集i十1しておらず杭坂 主Ilu，桑11Iなどへ分散してい

る.協和 IllJ外への指 l~iJ の ftl'ililJ は，その他のj詰寄Jilllの坊合と同様であり，桑!Uおよび注出，横塚からは

下館へ， j室町からは三一汗~!nへの iikw)Jがみられる. また，下足谷および長IlfJーからは真時への指lilJもみられ

る

これらの，協和IUTにおける計三寄品のi昨日行動から以!ごのことカ.q明らかになった. ます.0' 1右手IlI11Jの住

民の食半l，11I11の購入先は 5，ld，日ともに協和町内が80%を起えており，協手IllllT内でほぼ完結している

なかでも新治への指向は強く， f闘をi徐くとそれぞれ70%前後を占めている.羽j'diから離れている小柴

および桑LLJにおいても 小架のパンの購入の場合をi百円、ては，新治で、の!泊二入率が40%を超えている.

また， 1白I段J泣之;上〆為市寄右市存eて勺叶:江i

]立ti'lワである. 主お新li'~治王古[への指 i向[句司が8鈎0% を}起担える品 i日ヨはなく ?常~~~に自 j地世似i区玄泊i内j勾すでで、の!購(ザ構f梓』入が]什{立あるいは 21位i立Z を

iι1.行1めている. とく lに1ここ訂J凶においては9引1.2%カf汁i自ごヨ1J地也i区玄内でで、i貯(守j存入している. しかし j室111をi徐くとf也のlIii立

地区から民物に来る世帯はない.つぎに 凶部の;宝山検Jゑ ji'J)11 況と 1持者I~ の桑 LL!は， 5 ，¥-，)， I~l ともに，

新治以外に'".fl，;( を指 líj] する傾向が強い.新治地区Tliim) は，国道50J，;'k~Rによってとの近扱性が1~~iJ

い. また，南部の桑山も!司係に 県道によってTfinと密接にあ!iばれている.さらには小架のような出

J ，'~~ fおが発達しておらず 購買行動に!V:lしでも 白地底内の流[i))は小さいものと考えられる.

最寄ih11 の購買行動からみた協和 11fT の生活~;c.: !RJ は，新 dì を 11立大の核としているが，北部の小巣地区は

比較的完結性が強い一方で 新;fi地区阿部および}一J1'fj'，J也IRで、は 下fifiのi存j業力の影響を受けているこ

とがゆ!らかになった

日-2 '~:'!I\J 的 im ，w，の購入

ここでは最寄!日!と日1i;i]，llilの中間的出品のHlltyfi行動に!到して考察する.仁1]1日J(1') 1存jilliliとして分析するiii-ii!

日は，医薬品と I~- ~fÎ: の 2 ，Iii'， I~I である
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1 ) 1タ~~~~liJlll

11;とた Jill! の i時入について lül 芥した 329111'-';1~:111， ItIJ ;flllllJ内でHb):人する 111.''i; ~ーは 221 で，全体の68.1 %をliiめ

る. このJヒネは， 1白1之乞ぶ，市も

j治T台iρσの)1ω92引111任叫川iし←川:γ1Jf;出;じ;;と F下iトト、ど企f品iI¥げσの)801壮11吐iし:J;訂iじむ'i， 1ド11リJ)1↑:の3訂3日11肝11吐iぐ干川:γ14f;出;じ;;でで、 このj‘¥φj小{も、占ιj:3 f位、古ιj:をf介?わせる とう全'::1付体イ本iの92%にj述主するカがf三， 

将料I'{治if台4守iで、のll.lt1j:人不は58.4%で， )1ど;~'fllllllO刊誌介はほ70%台に達していることと Jt\j攻すると iH:いといえる

桃山行動のパターンをみても，流動が i、unへ};_lllh¥(こiJl、大していることがわかる )1むぢ:iilii!のN)jイ?で、はード

fiÎiへの JfJïílJ は ~)í'dì、 j也 1>(i川部および'，1，'11'..1也1)(:にIjHられているのに付し， 1うJ去ElullのJ託lilJにおいては/ト11j

および蓬IElからの流動がみられる

2 ) '1ご ~ti: • シャツ狂i

一i、.~{í: .シャツHiをH昨入すると回答したのは433111_-，it¥:で、ある.そのうち協和町内でHlt):入する lilfC;は112

で，全体のわずか25.8%と低く，協和町内での購入Iil.'，;;~:はきわめて少ない.購入先日iJにみても， ドf!fi

の2171止ザ}¥i1ii子;の99111.-，:じI， l~f lHiJの23111.-引の)llf[で， '1" f!f(が 1I2j:となっているほか， l'& li'司が 3f立をliiめ

ている.おI'?fiをけ立のll.Ni:入先とする単位地区は，作ノkぬのみで， X.H?fiへは 2枚以 1"の流動しかみられ

なし i(第 3-a凶).佐古:lullについてはC1J也Kで光起してきたおi'diで、さえ，第 1fμ、右j:oσの〉孔l¥悦i昨t入;先Lは一下iドごf免i江i盆1(となつ

ている i他也の ]η7の j単ìíれí~行.f杭、Jιωi:J地也区においても すべて一 iド~.fl白釘館nを1{杭L立立i工:の!時(5弘J品A存.人先にあげ、てている. なカか、でで、も;以i泣えどむ〆;待市i市もぢ:iJii口ι)

段i附:花荷i背?でで、， 1下下Lマ-主品釘貯飴i千口，へのJi1IIiJがみられた禎尿と桑111では， トfi日で、のHlt'j:人不がそれぞれ81.0%，79.1話と， き

わめて山jし】初イ?を示している

このように，中間i切な商lullにおいては， 11え;ffJIltiとlt'l攻して，協和11IJi)'lでのH詩人不が大1111";(こ il~T した.

とくに下finへの流動は， ikjjVIIIIlの場介には近絞れのi:百しづ也i互にlU¥られていたのに丸jし，協和IlllTI人j全域

において下館への指Irijがみられるようになった

11 - 3 n ldl，'d，の購入
1 ) t'tl}人1111

þ'tj f 人 IlI1 の購入について [011と干した432I Jl.-;:;~;仁!こ1 協和 IIJJ内で購入する i山i;:は50で全体のll.6%ときわめ

てm:い.購入地 1伎の'l汀:に263!Ll.-;:i'i ， 2 f立のまlí'dl' に 10 1ll.-;;;~;， 3 N:の (~I討に 38111'-';1~: ， !J N:のまh城に22

IIHj'i， 5 伎の小 LL!に 17lil.-;;;~: ， 6 f立の兵慨に16j1Y;;¥:などとなっている.流動ノfターンをみると， ドfiuへ

の流動が多く，協和IIry中部以北からは真向への 6本の流動がみられる(約 3-1) 凶)

2 ) 千三気 ~;fn

電気器具の購入について自答した408111_-イ1'):':1こ1 1協私手布和i日iリ!問11町!月T宇I内付でで、!防(q構i昨存人する!!世!日止ι山i甘吐11.-'上ト日:ケオ4イ引;

る.電気器具購入先の特徴は，比較的大きな流動が，地元の Ir~J?f に IÎîJ けられることである(第 3 -c I;ZI ). 

購入先をみると， 1 f立の!守口 2fii:の新diは変化がみられないが， 3 f立に桑111，1 f立に1"J JI:の)11([とな

る.単位地区からの 1 位の流動が I~'finへ lílJかうソjで，羽i'di，桑111，j主d{，I"J JI:に 1.':1J也以内での!昨日

流動がみられる

3 ) 

時計の購入に)i;:づく流動パターンは，初i対的に ij'i.k:'Eで、ある.協和11Ij宇の21Jp. 1¥1:地!乏のうち， 12が-1，'flI(
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レ b)婦人服
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o 第31¥i.の流動 地区(大字)界
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または

2 ---L1人の流動

第 3図 1:1コ1/1]的商dillと寅巨IIWIの購入先(1990年)

(アンケート調査による)
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を第 1f立のH持入先としている W}:計を!府入する289!!l:;n~: I:IJ，協和111]"1)すで1¥11):入するのは32111:ザJ'にすぎず，

これは全体のわずか11.1%で、ある. ] i立の下在日のみで全体の74.7% を I~i め， .U、 iご新治，主.~I;'IïJ の Jllç[ で、あ

る.協和 IIlJ いj の流動は 4 本であり，すべて新治へ向かっている.このように，時計のlUl~:tl においては，

下館が越していることがわかる.

4 )家具

家具の購入について回答した3171止 ;II~:1=1:1 ， I窃キIl lII rl)~J で !l.lIi 入するのは 138111:;11\: で、あり，全体の13.5% を

占める.民間lfill日のなかでは， 11Ij"内!UI):入不がもっとも高い.購入地の 1位は棋J不で、あり，これに下自己，

右泌， 11IjJI:.，城のJllt[に続く.流動のパターンをみると，多くのii'I.Ji土地i乏から多くの購入者が級以お

よび下館へliiJかっているJxTfU，数は少ないが多くのiii.f立地区からの購入者が宕Îì~)nへ Ir'J かっている.家

具の購入に関しては， 1 つの単位地区の購入者の80% 以上が]つの ír~j業中心を指向することは少なく，

全体で 4つの単位地区が該当するに過ぎない.このことは，家具購入地の指向は，購入者によって多

様であるということを示している(第 3一dl当).

1] -4 各種サービスの利用

1 )金先

預金先に i諒する有効回答数3721止品:中，主な預金先を協和 11Ij"内に千jーする IIJ;~i~;数は278で，全体の74.7%

を占めIlIT内での利用率が高いことがわかる.白地区内における利用不が1":)¥; ¥のは，郵便局や民協の

本所や支所が立地する新治 小架 桑IlJである.さらに銀行が立地する新治にはすべての単{立地区か

らの利用が集中している.下館の預金先としての重要性は大きくなく，相(Jぷをのぞけば2位以下の利

用となっている.このノfターンは，最寄品にみられた!I.梓民行動の/¥ターンと類似している.

2 )美容iU己

美容院の利用に関する有効回答数379 !ll:;i背中，協和 IUj"内の美谷院を利用する w:;~t'/は 289で，全体の

76.3%を，11める.美容院利用のパターンをみると 白地区の指向が高いことがわかる(第 4-(1 凶)

小栗と井出姥沢， lllj ~Iこ，新治，柑Il，蓮沼，有ItJ不，桑 Ilj において，白地区内の美容院を利用する傾向が

強い.その一方で，さまざまな単位地区から下館および:'1::，iì~jn を利用する i止布があり，美容院への指向

が距離のみではなく，多様であることがわかる

3 )外食先

外食をすると回答した3381せj市iや，協和IUj"内で主に外食する 111:市は38 11l:;:i~;で，これは全体の 1 1. 2%

にすぎない.家族での外食先は，週末や休日などの余!!IU行動を兼ねて行われると考えられるので，そ

の空間的な広がりは 買i五]III=IJIの購買行動ノfターンに類似したものとなっている(第 1-b 12]). 1 J立

の指向先は'f在日であり，それぞれ数は少ないが，多くの単位地区から右 i~jfî も利用している. また，協

和IIITI吋においてはIllj井に流動がみられ，これは下fiu，宕iMiと同様にi五]j立50号線沿いの，食堂・レスト

ランが指IliJされやすいものと考えられる，

4 )受療先

受療先に!立jしては， ijI主病のi原とヨのi努に!均して 分けてWIIUした.そのがi栄 般病， Jlt病ともに，
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(アンケート調査による)
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それぞれのi:ii.f\i:J也氏から様々な j~)jj好にでかけ"ているが， ilj王的のi際の交僚先としてIIIJ:J1:と小県がJJl:t_::で

あり， {;'iMiおよび下部にも流動がIIlJかっている(第!l-c 1 '61). 一方 íF::)I)~ の i努は，そのftHrí江に加えて，

さらに離れた兵liYi]r!i.や栃木県再IiilJ内IlIf，つくばIIJーなどへの流出jがある(t!¥4 -cl ). 

n -5 ~I 二 j舌空 II\jの構j立とその判官史

以.!-.のように， ]990年JJLiEのi私有IIIIff1民のi目iヨ)jlJ!日iiH行動のノfターンから， I私手1111IJf+氏のよ1:.i[S"<~II\j 

をつぎのようにJ2えることができょう .jtlfill-111 で、ある食料 11171 を 1:1: 1 心とする日 Il;~' の日物は，おí'dì で、行わ

れる. これは' 食キ料+11，

でで、はあるがi尚泊j山II訂i行;汁{街j打すが干存)子て在する小架j地也区で、は， 小架で、氏物をする住民の比率がややおく， その一方で，

下館への近按れが出j し、 I~I.n!.地区では， -1下ごf飴j江正出f官.，でで、のF買(物のj比-土ヒ5平f卒字がおまる. 現在でで、はi段千詑土ぷ.. 寄寄i:市存九f古守j子日V日)f主1liの!胤!出品T民{でで、あつて

もi白ヨ動}車iドi坊カがf叶月用3いし 3られることが多いが， hi川i

でで、きる[商白萄却今iJ市百i街j主持;記Jまたはl仁ヰ中:千ヤ十ドJj規j苑1討t模実支-ιL幻以ゴス、u上上j上ヒ?二命のスーパーマーケ y トによって光起されることが多く， J七I!jx(1') Jìí点I~ な

l!{I}y;i行動のパターンがみられる.

それに対し，婦人出などに代表される民Ii~Illldl の!府民行動のパターンは複純である. まず， 11] 1日Jl'1せな

，fB' 111111の段階で表れる下館への指向は 民liilllllllにおいてはさらに強まる.民間114における下fiIiへのH11ilJ

は協和町内でも下館に近い地域にi浪らず全地域からみられるものである.さらに，民社i([や立¥i;と立!司，

結城，小111などへの指向もあるが，協和Il!]・内でもそれらのjm業中心に比較的近い地区から出かける場

合が多い.

E 協和町における生活空間の変化

III ] サンプル世荷の属性

協和Il!Jのみならず日本のいずれの渋村地域においても， 1960年代から経済活動をはじめとする生活

全般において急速な変化がみられた.消費者貨物行動に基づく f主的行部uI巷iも大きく変わったと予想さ

れる.そこで，すでに述べたようにアンケート調去の際に， 25年以上現在とい!じ集落に伝性している

jI上部:に， ] 965ii三出の商1511の購入先とサービスを受けるi劾所を記載してもらった.有効回符数は]]2で，

@lj又できたアンケート439の22.7%をiiiめるにす一ぎなかったカ¥'ゴモ1*の{可ilijJをJ日記することはIIJι巨で
あろう. ちなみにi正旧[日]片十+←村村二4寸寸;jすJ_i一j単.I:可→q

それぞぞ、れ総)戸ヨ数の4.7%と2.0%と2.7%で、あつた. ここでは，すでに分析した住民表示に ~Wづく単位争

地区よりも詳細に分析するために 一般にjf:村地j或での基礎的な生活単位とされている集拡を分析ip.

位とする

まず，この 112 のHl:ザi の NJ~'1"'1:について説明することにしよう 1設や)Jに述べたように，この市li]Wは協

和中学校の 1 年から 3年まで、の生徒の家 }j)~ を対象としとために，家族の年齢構成カ可決られたものになる

すなわち，仁1::1~;:lj:. と小学生あるいは高校生の子供と 30政代から40歳代までの 111:市主犬~'ili，そして60歳

代から70歳代までの父りという家族構j点カf多い.このことは，第 1表に示したアンケートの対象となっ

た家族の年齢構成からも13J]らかで、あり，年齢がわかった384人の大人のうち， 30/長代と40歳代が21]人，
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60/長代と 70;;長代がJt12人で、あり，令わせると全体の92%を占める. と〈に， 25ij三以上向一集務に居住

してきた家政であるので， 2 1止代が同居している例が多い. 1 11上J;す当たりの家族数が5.8人で、あり，

6人家肢が1211上i;i;:と最も多く， これに 7人家族の241止;肝， 5人家族のお!日プ市が続いている. 50歳代と

20政代が極めて少ないが，一般の11*1寸地I或の生活ー行部jを知ることが可能な標準EI<Jな家族と考えられる.

就業状況をみると，アンケート調資で就業が'I'IJ明した266人のうち，会社員および、会社役員が最も

多く 93人を数え，次し 1で炭工業の92人，自営業の36人，そして公務・団体職員の21人が続いている(第

2去). J足業を主とする i止;出:が20であり，その他に炭業と会社勤務や公務，自営業を組み合わせる世

，;日;が22を数え，あわせて 3分の]以上が炭家で、ある. さらに会社勤務を主体とし，公務や自営業を組

i舵i
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第 1表 サンプルi止帝構成員の年齢
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第 2表 サンブ。ルiH:荷構成員の就業状況
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み合わせる IIJ~;iち;が46 公務を中心としたllI>iiIが 7，自営業に仁1:1心をおく 111:;;1¥:が17で、ある.就業状況で

特徴的なことは，職業をもたない主射が少なく， 112I1Ht¥:のうち]001止市で，主婦が恒'，:;¥'1切にあるいは

ノぐートタイムで働いている.子W~が}J).(:j乏し育児にiりがかからなくなったことや，出資がかさむよう

になったことなどなどが，主婦の就業の一般化の Iつの以内とみられ，このことがtJ、iごに述べる泊費

者貨物行動にも少なからぬ影響をおよほしている

ところで，近年の消費者民物行動のみならず生活全般に大きなを及ぼしているのが自家用車の

普及であり， とくに公共交通機関の未発達な決村地域ではその傾向が強い.ここでとりあげる]]2の

サンプル\U~;市のうち 9lll~布については未記入であったが，成りの 103111~;iWの総てが I~I 家 JTJ 111 を F~í.有し

ている.総合数は256台で、あったから，平均所有台数が2.5íき?となる 2台および3台の I~I 家rFJ 車を lijí. イ Jー

する i止;;背が全体のそれぞれ33%と34%をliめる.

!日 -2 最笥:J111のmw入

1 )ノfン

段寄ふI!として，パンと tll}菜，みそ， 1夫J，泌をとりあげた.第 3表はそれらと後に分析する支出lullな

どの鱗入先を，協和UITの3つの主要潟市群と，協和IIIT!flfJ;むの尚:業中心地にわけで務J:'Hしたものである

これによると， まず，パンの購入先については， 1965年頃の場合で89¥1七千百， 1990年の場合で111 1!!~;:1\:

から回答を得ることができた. 1965年頃の89!Uプ出:のうちの92%にあたる8211HWは，協和11I]今の中でパン

を購入しており，このことからパンのH存入先が11IT内で完結していたことがわかる. さらに1Z1.J手Illllfの内

部をまIIIかくみると 北部の1吉本では集落内で，小梨と整理地ではノト架の出J;î~で，下小梨と蓬 1 :1:1 では集

落内と小柴で， さらに力加加日1草でで、はi隣持接する下下r館j江出i去:刊司市1¥輿輿j支契免;!さ11出1王丑]でで、パンが;緋!q惟;梓占入されており/ぺ小ト、架を i中4宇J，心L心、とした}つ
のまとまりカがfあつたことカがfわカか、る (第 5一al凶話)ト. I何古可!じように仁中i

まりがあつた. このまとまりには j升i:J出j土品:1:北とj升井j十二J出iれJII南蒋 向j川iけI?澄交 棋jぷ， 久j也楽 IIIJ01:，東川の ~ill沼，科11

EEl ，新j千人材IJ，上171谷，三持:1¥，古都の]4の集落が含まれ，そのうち 6集落では集落内の向J;tfにおいて

もパンが購入されていた.南部のまとまりはデータが少ないこともあって明作ではないが， ト;虫!!-を仁

心としたまとまりカがf汁lつあり， 残りは集i孫等引i内ブ村ヨやi隣境捺f接市i向1I町!乃T命でで、!購!構存入されていた. こうしてみると， パンの

購入先にみられた1965年頃の空1M]的まとまりは，小架の商J;fji洋を中心とした小架地区と新治と IIIJ:)I:の

詣 J;l~群を中心とした新治地区 その他の古 Il~j也区といった 3 つの 1[:1村範 IJH に対J:C:， していた

1990年になると回答 W~指の85.5% カ qllT内でパンを購入するよつになり，やや 11IT外の割合がli'"il くなっ

たが，それでも悲本的にパンの!日lii'A先は 11IT内で完結していることには変わりはない.むしろ大きな変

化は，ほほ全IllT内の集洛が科i-diをH1i!'入先とするようになったことである(第 5-b I~I). これは，主

として新治にスーパーマーケットができたためである.それでも 北部の小梨を中心とするまとまり

が筏っているが， i:fifiliでは-I-Ij!_を中心とするまとまりは不i拘引{(になった.if可)II?{;三ゃWlJゑ架111奇などi阿

部の集落からは下館へ， T判官liの桑I11や束郷などからは真慌へ 北部の集渋からは二百 IUfやお i~!nl !lT， 

両市へでかけるようになっていった.
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一歩 1~2世帯 一→ J~，1 世帯 一一世ト6世需 ③ 地元で購入する世帯数

第5図 J\ ンの購入先の変化(アンケート íû，.，Jf~ による)

2) n菜

野菜の購入先についての回答は， 1965年頃の場合で7611nl'i，1990:{1三の場合で101\!J~;:1~: であった.

1965年頃の76H上帝のうち351日:帝は UJy.菜を自給しており，尚}II~で購入しないと ITII1写しており， JW，記入

の3611上市のかなりの部分もこれと同様で、あったと考えられるU!f"菜を購入したれ III~佑:の90% が IlI]"内

でまかなっていた!lIJ内における各集落の購入先のまとまりをみると パンの場合と似、た状況がみら

れた.すなわち，北部の小栗地区，中部の宗Ji-d，'J也市部;の，I]i.地区というまとまりで、あり， さらに

かなりの集落では購入先を集務内の向山としていた. 1990年になると，これもパンの場合と同じよう

に，新治の向。1，とくにスーパーマーケ y トのm:要性がおまり ここが全IIITF"Jの似容を引き付けるよ

うになった.

3 )みそ

みその場介は， 1965年頃の回答1IHi'i 82のうち51_2%が自給すると符えており，このほかに対四符が

301止荷あったが，それらの多くもみそを自給し，購入しなかったと解釈できょう.みその1¥11)'入による

空間的なまとまりは，中部のI"JJI:を核とするものが明雄であるのみである. 1990年になっても自給i止

帯は20を数えたが，みそH梓入を通じてみられる空間的なJよがりは，和i-diを1:1:1心としてIlIJ全イ本に広がる

ものとなり，パンや野菜の場合と板めて矧似している.

4 )肉

肉の購入先も jillj:{i三次とも協手11m]"の中で完結している.しかも， 1965{j三には小梨，新治.I"J=JI:， -1-担・

生11行の 3つの商業中心を核としたまとまりがi明作であった.わずかに，横塚と元引!むからはド[i'I:(へ，京

郷と大島からは真壁へでかける 1 1l~ ;iî~: があった(第 6 -a I立1). ところが， 1990年になると，すでにみ

たパンや野菜，みその場合と1í~J 様に，おî-dìの ïmJ1Îf を i二!こi 心として協和 111]"全体が]つの購入閣に組み込ま

れるようになってしまった.これらのことカ、ら，jhj)手IIIlIJにおいてはスーノfーマーケットカ汁i:['亡のII伴氏
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一一歩 1~2世帯 一一→ J~ ，1 世帯 一一→ 5~6世得 一一→ 7~8世帯 甲田噛 9世帯以上

③ i也ieで購入する世帯数

第 6図 肉の購入先の変化(アンケート調査による)

行動にいかに大きな影響を与えたかが，明確である(第 6-b図).

5 ) ?出

最寄品の中でも梢の購入先は少し異なっている. 1965年頃の場合，これまでみてきた出品と向様に

購入先が町内で完結していたことには変わりはないが，それぞれの集落内での購入の頻度がより大き

いのが特徴であった.大方の集落には雑貨J;î~ を兼ねた酒屋があり，配達サービスを行っていたことや，

剥類は尚 J;i~ による 1111î格や質の廷が少ないことによるものと考えられる.それでも，小栗と新治，十皇・

主11;6を中心としたまとまりがみられた. また， .;1:1: II:j~1北や久地楽，横塚などを核とする小さなまとまり

もみられた. 1990年になっても協手IIII1J内で購入先が完結していることには変りがなく，さらにUIT内部

における購入先の空間的なまとまりも 基本13'-]には変化しなかった.

6 )最寄JA!iの購入先の変化

これまで、述べたように 最需品llの鱗入先は11汀内で完結していること，さらにIIIT内には1965年頃には

3つのまとまりがあり それらの広がりはおおまかにi倒寸の範Illlに対応することがわかった. Tm部の

集落の一部はTriHiを，南部の集落では真壁を購入先とする世帯もわずかにあった.また UIT内の主要

中心地での購入以外にそれぞれの集落で、もかなりの位;市が最寄品を購入していた. さらに，農村地域

の特徴として，かなりのi引すでは野菜やみそを自給していた. ところが， 1990年になるとほとんどの

段寄Jillは，協和111]命で最も大きな商業1=1二i心である新治.IlIi井で購入されるようになった. IIITJ或全体が新

治.III'J11二の尚i習に組み込まれた.具体的には，新治のスーパーマーケットを利用する世帯が，増えた

わけである.かつては 徒歩もしくは自転車での買い物が圧倒的に多かったが， 1990年にはほとんど

が自家用車を利用するようになった.スーパーマーケットの利用者の背景にはこのようにモータリ

ゼーションの進行とともに，家庭の主婦の大部分がJv訟をもつようになったことがあげられ，仕事の後
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に奴1i'S=1I¥Jでさまざまなiml'u'lを 1J支にlI.b):人できるスーパーマーケットがれてまれるようになったと考えら

れる

i出立 一 3 仁中i

1 ) 1わク」礼去~ふぷiJAん訂品!;h引!HJ山!Jムi1 i 

1ω96臼5王1年iドミヰ頃iのi伝主云;柴iJi山11

しえさはJ1ij('illiで、lI.y!):入しなかったとしている.伐りの67111:イ;;;の70%以上カ¥' 1 11 ])1: もしくはおî'dìの楽 J'~J を

利用しており， ノト究ごや生11hで、!うとど茶111111を1I.1，):入する 111:';じ:は少なかった.))Lj古1)の集出のなかには下fi'l0¥を，市

部ではを干IJ)IJ する 1117;;;のfわずかにみられた.これまでみた M:';~'Un'，の 1990年のlI./tj 入間のように， IIIJ 

JI:・新治のI?"'引をiがIl!TfI~J~支をおおっていたのが]965年以の医薬 iijill の j祐介であった. このような:1犬o山ま，

1990年になっても恭本的には変わらなかった. ] 990年には有効1111符数が100とJ¥け))11し，その分， I"J:)I'-. 

新diで、の購入者がj円え， Jj_ HII配に{衣存する家庭は 81":佑;となった. しかし ;J jl;本 (I~ にはが;淀川i の

lUIj:入iき!は変わらなかった

2 ) -f ~守-シャツ 1~l'î

T才7・シャツカ1の1965年頃の購入先としては，イj勾1)11I1 符数 ]00のうち 67111:;:\~;がIIITI人j で、あり，政りの

大部分が下fi'l:¥ilfであった. -FftiiTl1の彩子出は， とくに阿部のJ!--H'，北部と Jl山市部，出jゑ川崎におよん

でおり， さらに 1~jî-dì や 1"1)j--の1":引の一ー部も， l'釘¥Iliの1-1-'心 I{~j Jli~ ihを利用していた(第 7-31.61). !私

有llHT内は，小架と新起し生1I行を中心とする 3つの購入附に分かれていた. ところが]990年になると，

小架と知行の重安性は低下しそのかわりにおi-diのjml剖がIl!fl人j全域にjよがり，段??TJillとH(似の変化傾

向がみられた. また， T-flr~ の重攻守生が--- J百:大きくなり，有効|亘i 芥数 107のうちの約半分の53I !1~;If Yが f

úHで -I~- ~~i: ・シャツ j:[î を購入するようになった(第 7 -b 1 .61). 日泌や t~li{iJ を購入先とする IIJ~ ;:i~;もそれ

o 1 km 
』ー吋

b) 1990年

v.------..........，・v/戸

巽壁町

J1}Aる

一一歩 l~i世帯 ー→ .1 ~i!間 一打~6世帯 一→ 7~8t開 ③地元で購入する世帯数

第 7国 下若・シャツのHI'j人先の変化(アンケート，ulij去による)



51 

ぞれト却近くを II:Iめるようになり，協和IIIJのi副業機能の低下をものがたるとli:fJII寺に， 1:t氏の生活行動

i習の拡大を示している

IJ] -4 }~r 1当il!?!のHllj:ノ¥

1 )婦人1m

婦人Jmの購入に関する 1965~1三頃の有効回答数は95で、あり，そのうち 52佐市が1私和 IllJ内で購入してい

たが， H品A入先は小架と i 可 JI: ・新治，主11行に限られていた.仁|コでも!日小栄村の各集落では，ノト架の崩J;i~

併を利用する場合が多く， ]つの独立したjf'引をjをなしていた.新治の場合は旧新治村の範凶までその

両国はおよばず，隣接する集落からの購入客にIUえられ，残りは下主主を指向していた.知行の場合も同

様であり， 1持按集落の外のlJt惜の多くは下館へ，一一部は真壁へILI-¥向いていた(第 8-a 図)" 1990年

の婦人JMの購入先としては，ノト架と知行の重要性は低下し，弱j"?Eiのみがかろうじて局地的な中心とし

ての地位を維持している.反ftIT， 多くの!日:帝がIHJ外で、婦人JJI誌を購入するようになった" 1990年の

有効191答数109のうちの58%にあたる6311t帝が下街を， 12%にあたる13世部;が真向を， 6 %にあたる

71止命;が岩瀬を利用するようになった.婦人)jl~購入からみると，協手IIU!T はほぼ下館の影響下にあると

いってよい(第 8-b 位1)" 

2 )電気器具

電気器具の場合は1965年頃には，有効回答数88のうちの66%にあたる581珪荷がU!TI勾を購入先として

おり，新治とノト架，凶蓮沼，堀之内がj詰辺集落からの顧客を吸収していた.このうち，小栗と堀之内

の場合は農業協同組合が，電気器具の販売を行っていたものであった.主としてノト架地区と古里地区

の261止帝が， Tfifiの中心商J8街で電気器具を購入していた" 1990年の状況をみると，新治，門井，西

蓮沼，抗之内の個人自J;1:fが周辺集落から顧客を引き{すけるとともに 下館は有効回答数107のうちの

オゴゴ市 b) 1990年

大和村

間
出
し
k
ui
 

n
U
 

--Co'j --¥、コ 、い-ご¥真壁町四ーー、 、I 、:--....¥---、

日員長町 し'つくば市 ~ 

一→ 1~2世帯 一一→ J~4世帯 一一事 5~6世帯 一一噛 7.....__8世帯 ③ 地元で購入する世帯数

第8図 婦人)肢の購入先の変化(アンケート調査による)
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47%にあたる501tJ:佑:の購入先として主要性をますます高めている. しかし， ¥lll¥)すの大別のiRil人H'¥-jJ，"-fの

影響力あって，婦人jJliほど Fft'!'¥の影響7J"'JiIlくない.

3 ) 11キ五十

時計の場合は，かつては門 :)l- ・新治が協和 Il lIl で、 IJ 1í~-• -の影響力をもっ!俳人先であったが，それもi持政

集渋からばfi容を集めていたにすぎなかった. 1965{!三の 77の有効 lúl{千数の65% が I~' úîiで 11~~:Hj-を購入して

いた. 1990年の場合でもこの;17\ Ó~ は基本 l切に変わらず， ますます下町(の主要性が111~i1J まっていった. ま

た，真i司で、i時五十をl!品:入するiり出;も 8を数えるようになった.

4 )家具

家具の1965年頃のIHlJ'入先は， 主として下館で、あり， イ七:f切完刻効)]1岨凶亘司i答数6ω9の7九4%にあたる5日II妊i日吐)上:i;出i日;;カがf叩叩叩干干和:1引i

いた. 束i奇剖部?司刊iじ;の f集i長ミ?孫存にとつては'.i是岩岩~オ弓]今:-ì瀬頼も;主:ヨ耳主fc伊ミ〔安な!購!惜持入先でで、あり， さらに北部の集孫からは:プt~\・ I l!l へ，'U かける

ものもいた.協和IllJ内で家具を購入する例は少なかった(第 9-a I~I). ところが]990年になるとほ

ぼ3分の lのIIJ:慌が協和町内の横塚を家具の購入先とするようになった(第 9-b lil). この集終の

国道50号線ぞしIに郊外引の大出家具J1lfができたためである.すでに述べた新治のスーパーマーケ y ト

や町内に点在する電気出兵J8と同様に， JJi在では 11~~1 々の i詩人l~が I l!J全体の I{引ーをj に大きなを及ぼすよ

うになっている.しかし，協和町内といいながらも横塚は下加のiliihJ世に近捺しており，モータリゼー

ションが進んだ現代では，実質的には Ff!むのMi業機能のーfiljとみなすことができるliliもある.実際に

この家具広はチェーンストアの下ft知訂となっている. また，WiJ家には下目ii卸売I-.J'IJ也も工rj也している

出 5 各種サービスの手IJm

1 )預金先

預金先は]965年頃には93の有効回答数のうち， 53はIIlf内， 40はIIIT外であった IlIl内の主投:な出金先

一ー一歩 1----2世帯 一一→ 3~4世帯

a) 1965年頃

/大和村

f 
v 

場 I0 
一一一....5~6世帯

b) 1990年

岩瀬町

、く一一~一一~一三事偽
"，J _ ジ~ア

明野町 し.-.__..

③ 地元で購入する世帯数

し

大和村

真壁町
、、彦毎

第 9図 家具の購入先の変化(アンケート調子正による)
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は， J1.!~ 1私と昨日悦}~1)であり，それらが1地していた小裂と析-di，出之i人J.十引を中心としたほほ3つの

明!日J(1<)なまとまりがみられ， 1註待:Jill!とH[ilJ，の形態がみられた(第10 -a L%I ) . 111]"外のほとんどの預金

光は iご飴の銀行で、あった. 1990年になると新作;や111]:)1:に立地している銀行や{言用金庫を利用する 111>:じ-

がj1tl))11するとともに，郵便局や民協の利用者は少なくなった.アンケートは主要預金先の記入を求め

たことから，当然のことながら依然として炭jおや郵使均利用者の絶対数は減少してはいないと忠われ

るが，銀行をより主要な出金先と認識する人々が増えたわけである.ノト架と堀之内・トm.の中心地と

しての機能は伐っている.銀行のオンライン化などで 下自己を特に干IJf:FJする利点もなくなったことか

らか， 1990年における下訟の重姿性は低下した(第]0 -b l_il).預金先によって画定される空間(Jサな

まとまりと，その変化は11十九h11の場合と類似している

2 )美容院

]965年ヒj~iの美谷院の利用状況をみると 存効回答数72の88%にあたる631日出:が協和IIIJ内へ出向し 3て

いたことがわかり，北部の小架と中部の IIIJ:)!'-と羽r<九南部の婦之内と十月lが中心地で， miJ辺集落から

hiH容を集めていた.なかでも，新記;は他の中心地よりも影響力が強かった.同部の集落からは下自立を，

市部からは呉慢をわず、かに利用していた. 1990年の利用状況をみると 80%ほどのI:lt部:がIUT内の美容

院を相変わらず利用しているが新たに久Jm楽や井 II:lJ1=1ヒ 井出， 1民連沼， ttftJぷ 架IIJ奇などの美容院

も顧客:を集めるよつになり，空1m的まとまりからみると多様な様相を呈するようになった.このこと

は，かつてはIlrj'の主要中心地にのみ存在していた美容院が それぞれの集落にも立地するようになっ

た現れであろう.協和11汀の 3つの元々の仁1]心地以外でも 全体の 4分の l近くの顧客を引き付けるよ

うになった. また，美容院利用は容のな子みに左右されるせいか，地域的なまとまりが少ない UIJ外の

利用先としては， -1ご自'IX がJT~j安で、ある
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第10図 m金先の変化(アンケート調査による)
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3 )外食先

mf-tのレクレーション活動のうちの攻ーなものとしては，家jj)~での外食があげられるが， 1965~1三頃

にはそのような習慣はこの地域ではほとんどなかったようで， ] 121l1:;;1JJ:のうち921似すが:i!!日亘i答あるい

は行かないと答えた.回答した20111:刊;は外食にでかける場所として IHj"内では新治を IHJ外では下町(

を選択した. 1990年になると有効厄!?客数は88となり，そのうちの68泌が下主'，:(へ， 15% がお ì~!{[へ出かけ

ている.具体的な外食場所をみると主要幹線道路沿いのいわゆるファミリーレストランがU:.W\JIY~ に多

し¥

4 )受療先

j設{去に病気の12その受療先をみてみよう. 1965年頃のi怪い病気の場合は，ノト栄と IIIJ11"-・新di，十lJlの

3つを中心とする 3つの受療i習が明確に北から市に並んでいた(第11-a 1丞). )J: 本 !'I~ には i夫j や下着・

シャツ類の緋入i笠!と類似の形態がみられたが， ilまい病気のJJ)j牟合/J、'-*の中心性がより高く現れている.

]990年になっても 3つの受療i習は基本的に存続しているが， 1111井や三郷に新たに医療施設がで、きたり，

自家用車の利用で同辺市111]"に符易に行けるようになったりして，複雑な受療行動がみられるように

なった(第l1-blil).

重い病気の場合は， 1965i!三には先に述べたIUj"内の 3つの中心地の医療施設に))11えて，岩瀬の総合病

院を利用することが多かった. 1990年になると門:)1二の総介病院の利用者がj将加した. また，1f[:米から

利用されてきた岩瀬や下館の総合病院を利用するとともに，栃木県「トTiiiJいJIHTの自治医科大学付属病院，

そしてつくば市の筑波大学付属病院やメデイカルセンターなどを利用する10:部;もjI2えて，受療のため

の行動i習はより遠方に広がっている.

一歩 l"""2世帯 ー→ 3"""4世帯 一→ 5----6世講 一→ 7~8世帯 ③ 地元で購入する世帯数

第11図 軽い病気の際の受療先の変化(アンケート調査による)
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U むすび

協手L1IIlJをヰH列として消費者買物行動やサービスの享受を通して住民の生活行動i認を検討したが，こ

れまでも多くの研究で指摘されてきたようないくつかの傾向がこの地域でもみられるとともに，現代

の農村地域に特徴的とみなすことができる現象もあることがわかった.まず 現在の生活行動や生活

空間の特徴についてみてみよう.

1 )最寄Jillに!認する購買行動は，協和IHJ内でほぼ完結しており，なかでも新治がほとんどの購買行

動の着地となった.また，ノト架地区のみは地元で完結する流動が多く，桑山をはじめとする古里地区

は下館への指向性が強くみられた.このことは，商j苫の集積がみられる小架地区と酪広が散在する古

III地区における購買行動の差呉のあらわれであろう.酒に関しては， );'5告ifi数が多く，主要集落ごとに

存在するために， l!fl~ 1'ir行動は白地I:R内または近距離のものが多い.最寄-1誌に関しては，住民の指向に

大きなばらつきはなく，購買先に一定の傾向がみられた.

2) 1宇IHj品にi認する購買行動は，下館市への流動が顕著で、ある.最寄121で、は自己完結的であった小

架地!互においても下館を指向する比率が高まった.とくに下着の購買行動は 同じ地庄内ではとくに

ばらつきなく下館を着地とするものが顕著であった.

3 )民間l誌の購買行動に関しては，品目によって多少の差異はみられたが それぞれの地区からの

流動が増加し範関は拡大した.婦人JJliZにおける流動パターンはとくにその傾向が顕著であった.ま

た，家電および家具などは， 1)古舗が重要な意味を持っと考えられ， )苫舗が立地する地域への購買行

動がとくに強まった.家具における横塚への流動はその好例である.

4 )最寄JILlから寅IQ]品に至るまで 国道50号線に沿った流動が顕著にみられた.

さらにここ20数年間の変化については，次のことをあげることができょう.

5 )最寄品の購入閣については 基本的にそれぞれの集落に存在する商j苫や 町のなかの古くから

の3つの仁|二I心地における商);5群がかつては顧客を集めおおまかに町域に小栗と門井・新治，堀之内・

十里・知行といった 3つの空間的なまとまりが存在した.なかでも，北部の小栗の空間的なまとまり

は，他と比較すると明維で、あった. ところが現在では， 119::):jニ・新治を中心とし町域全体をおおう lつ

のまとまりに統合されてしまった.これは 新治に進出したスーパーマーケットの影響によるところ

が大きい.また，農村地域の特徴として，かつては野菜やみそのかなりの部分は自給されていたが，

現在ではそれもわず、かになってしまった

6 )さらに，医薬品や下着・シャツ類といった最寄fElと買回品の中間的な性格をもっ商品について

は， 1965.1:1三頃のJ%h手[lll汀内の 3つの商業中心の顧客の吸引力が低下し，全体的に下館の商留に組み込ま

れてしまった.かつては医薬1211は 富山の配置楽に依存することが多かったが，これもこの地域が伝

統的な生活形態を践していた lつのあらわれであろう.

7 )員四lfillについては もともと下館の蕗i習に組み込まれていたものが，ますますその傾向が強く

なっていった.ただし，家具の場合のように 1~汗の大型j苫が町内に立地することによって，購入国が

大きく変化したものもある.
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8 )さまざまなサービスの字受については，出令や:たれW;eflJ rFJ， '1吐い病気のための受療のように沿

寄品とまれ似のものもあるし，外食や.mし1病気のための交療といった民E'I，¥，llと先，[iUの/L i1fj fJ" I]ijJがみられ
たものもあった.

いずれにしろ， JJ{代の住氏のnI!i)Jは多係で、あり，その範IIUは広がっていることはまちがし Eない.た
だ，協和II!Jではその変化が7;:しかったといえよう.その背去には， 1:'=1家用車の汗及と!りr得水準のr[iL!-_

があったが，これは協和Ilffのみならずし 3ずれの地域においても)μド(1せにはあてはまることである.

この'Y'l-H'jの竹二!主にあたって，アンケート調子五にiお)Jいただいた協和111]"教育委n会とIiJ'J)~;\ ¥ t¥' ~:f:校に感謝 Ij!しあ

けJる
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i'，を_iji.1¥/: 1也!亙の11テt:rとして，小史，羽I-?fi，'Ú-~. 本， '1-

IH.などのように名称のみで什札、る. また， ノト ~J也氏

もしくは新治地15<:， i1iWJ世i又という場介は，それぞ

れの11:1村j也j或に対Lιするj也12<:を1[f<tものとする
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Changing Consumers' Behavior in the Rural Area 

-A  Case of Kyowa-machi， lbaraki Prefecture -

Komei MA  TSUMURA， Akira TABA Y ASHI and Hideya ISHII 

j-Iuman geography has recently taken as its special emphasis the discovery of spatial patterns 

and relationships in human life. This report focuses on spatial patterns of individual movements 

thal are an important parl of everyday life. Changing consumers' behavior in the rural area is 

discussed here because shopping is one of the most important human activities at pγesent and its 

spatial pattω-ns have changed drastically in these twenty years with the modernization of rual life 

inJapan 

Study area is Kyowa-machi， lbaraki prefecture located about 80 kilometers northeast of 

Tokyo. It has about 4，200 households of which more than 40 per cent are farm hOllseholds. '¥ヘ1e

obtained information on consllmers' behavior both at present and abollt twenty守fiveyears ago by 

the questionnaire method which was condllcted on students' families in Kyowa Jllnior High School 

For the questionnaire we chose bread， vegetables， miso， meat and liqllor as "conveI1lence goods"， 

women's dresses， electric appliances， watches and furnitllre as“shopping goods"， and medicines 

and underwear as“intermediate goods". We also gathered information on the places ¥vhere people 

obtain such services as savings， hairdressing， dinning out and medical services. 

In Kyowa-machi lhere are three local centers， Niihari-Kadoi， Oguri and ]uri， which drew 

many consumers for the convenience goods in the 1960s. Some conSllmers bought such conve-

nience goods as bread， vegetables and liqllor at shops of thier局 ownhamlets. However， at present 

mosl consumers go for shopping to Niihari-Kadoi， the biggest local center of the three. The market 

area of Niihari-lくacloiexpanded over the whole area of Kyowa-machi becallse new supermarkets 

were built in this center. Consumers of Kyowa-machi bought such intermediate goocls as medicines 

and underwear in the local centers within Kyowa-machi in the 1960s， but Shimoclate city is pre-

ferrecl at present. For shopping goods Shimodate city was strong enough to draw consumers of 

Kyowa-machi abollt twenty-five years ago and this tendency has recently been strengthen‘ 

A regional city， Simodate extends its reach to the whole area of Kyowa-machi for shopping 

and intermediate goocls， bllt for convenience goods the advantages of proximity offered by Niihari-

Kadoi， the local center are critical to its success. Analysis of consumers' behavior shows that hu-

man activities in rllral area have become cliversified and people's action space has expanded. It is 

due to the spread of automobiles and the rise in the standard of living. 
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